
旧東川駅跡再開発プロジェクト基本構想策定等懇談会第４回 
会 議 録（公表用） 

 
日 時 令和 7 年 10 月 30 日（木）13 時 50 分〜17 時 00 分 

場 所 東川町農村環境改善センター ホール 

出席者 
懇談会委員 29 名（本日出席 24 名。／町役場 菊地町長以下 18 名／ア

ドバイザー １名／設計協力会社①３名／設計協力会社②３名／協力会

社２名／ 

配付資料 
【資料 1】第 4 回懇談会資料、【資料 2】第 1〜3 回ワークショップの

進行資料と成果、【資料 3】第 4 回グループワーク資料、【資料 4】
有識者会議における提言資料 

 

１．開会・あいさつ 
○ 町長：懇談会・タウンミーティング・有識者会議を通じて幅広い意見を収集しながら検

討を深めている。町民の居場所づくりや産業間連携といった核となる方向性は概ね一

致している。採算も重要だが、過大な誘客で町民の暮らしや町全体のバランスが損な

われては本末転倒であり、まちづくり全体を念頭に議論を充実させたい。 

○ 設計協力会社②（・オンライン）：魅力的な町並みを実現してきた東川町で本プロジェ

クトに携われることを心待ちにしている。町の未来を考える重要なプロジェクトであ

り、積極的な意見提供をお願いしたい。 

 
２．ねらい・基本理念・導入機能の検証（ワーク 1） 
資料に基づき、各班で個人ワーク・グループワークを実施した。 

 
３．今後の検討における考え方（意見要旨） 
○  委員：ミュージアムエリアの規模について、日本初の公立デザインミュージアムに相応

な規模となるよう拡張を検討してはどうか。また、KAGU コンペ作品と織田コレクショ

ンや町のアーカイブを同列に展示することには違和感がある。町の家具産業にも適切

にスポットライトを当ててほしい。 

→ 町長：収蔵・展示・活動に必要な面積を試算したうえで割り当てているが、両エリ

アは検討の両輪であり、今後の調整で変更もありうる。作品は同列に扱うものでは

なく、それぞれの活かし方を検討し、展示の位置づけを擦り合わせていく。 

○  委員：寄贈された建築模型等を新設施設で扱うことについては、なぜ展示の対象とする

のか、町としてのスタンスを明確にし、町民に不公平感が生じないよう丁寧に説明で

きることが必要である。 

→ 町長：整理して説明する必要性を認識している。本プロジェクトは町がビジョンを



先導するのではなく、町民の意見を擦り合わせながら方向性を導く進め方をしてお

り、共感・理解を得られるよう努めたい。 

 
４．ゾーン・動線の検証（ワーク 2） 
各班より、敷地西側を織田コレクション等の文化・展示ゾーン、東側を駐車場から誘導し

やすいイベント・交流ゾーンとする案や、家具に特化した体験型施設とする案、既存倉庫

を活かした憩いの場とする案、町内向けと町外向けの中間となる交流の場を設ける案など

が発表された。夜間の照明の充実や、既存施設との役割分担についても意見が出された。 

成果発表（１班） 

敷地西側は織田コレクション関連の展示・アンテナショップとし、取り壊し予定の 38号

倉庫付近に加工施設に近い新築棟を設ける案。敷地東側は駐車場からの誘導のしやすさを

活かし、家具 PRや試食会ができるイベント空間とする。みまもりカーの拠点は「そらい

ろ」でよいが、規格外野菜販売や家具アウトレットは施設の雰囲気にそぐわず別の場所を

検討すべきとの意見があった。 

成果発表（３班） 

施設を多目的にまとめるより、家具の歴史・文化・魅力を発信する体験型のアトラクショ

ン施設として尖った内容にすべきとの意見。離れ棟は多目的ルームとし、椅子に座って休

憩しながら QRコードで販売場所が分かる仕組みを提案。残りは道草館・モンベル店舗棟

に集約し、「明治の家」での串団子焼きなど地域行事の活用案も出た。 

成果発表（４班） 

敷地西側は織田コレクションの文化・価値を子どもに伝える展示、東側（16・14号倉庫付

近）は東川町家具の歴史を語り合えるオープンスペースとし、西から東への回遊動線を意

識する案。38号倉庫では家具・椅子を購入・体験できるカフェを設置。夜間の照明不足を

指摘し電灯増設を求める意見や、モンベル移転後の跡地に商工会を誘致する案も出た。 

成果発表（５班） 

織田コレクションや木工との関わりは他班に委ね、町外向けデザインエリアと町民向けエ

リアの中間に両者が混ざる施設を置く案。チャレンジゾーンは収益施設には向かず、実験

的な常設イベント会場とすべきとの意見。町民ゾーンには大雪山・旭岳を知るコンテンツ

など独自色を持たせ、利用者の偏りを防ぐべきとした。 

※２班については出席者の関係から各班に統合したため成果発表なし。 

以上 


